
皆さんこんにちは。すっかり暖かくなり、気持ちの良い季節になりましたね。

皆さん突然ですが、「百日咳」という感染症を知っていますか？実はここ最
近、子どもの感染症として流行しているのです。
今回は「百日咳」をテーマに詳しく紹介していきます。

子どもを中心に発症する？！「百日咳」について

百日咳とは ～激し咳が特徴的で、感染力が強い～

百日咳菌の飛沫感染（咳やくしゃみなどのじぶきを吸い込むことによって感染
する）により、上気道（鼻～喉頭）に菌が侵入し、特有のけいれん性の
激しい咳発作（痙咳発作）を特徴とする急性の気道感染症です。感染力
が強く、患者から感染し、潜伏期間は１～２週間です。

症状

百日咳は３つの段階があり、全経過は１か月半から２カ月と長いの
です。発症から２～３週間は排菌（体の外に菌を放出する）の可能
性があり、感染力はカタル期が最も強いです。

①カタル期

咳・鼻汁・咽頭痛といったかぜの症状が１～２週間ほど続きます。
この時期は最も感染力が強いです。

治療方法

生後６か月を過ぎると、抗菌薬の治療が検討されます。初期から治
療開始した場合、カタル期を過ぎれば、入院中でも隔離の必要はあ
りません。

③回復期

発作回数は減りますが、この間にかぜなど罹患すると再び咳発作を
みることがあります。約２週間ほどで軽快します。

②痙咳期

連続性の短い咳が発作性におこり、息を吸う間もないため、顔面の
紅潮、眼瞼浮腫、顔面の点状出血、眼球結膜の出血などがあらわれ
ます。この短い咳のあとに、急に深く息を吸うため、笛声が聞かれ、
咳と笛声の発作が繰り返されます。乳児の場合には、無呼吸発作や
けいれんを起こすことがあります。痙咳期は４週間ほどで、咳と笛
声の発作はしだいに軽快しますが、２カ月くらい残ります。
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～最も感染力が強い時期～

百日咳は世界的に見られる疾患です。近
年では小学校高学年以上の患者が多く
なっています！



予防

百日咳ワクチンの接種が有効です（５種混合ワクチン：ジフテリア・
百日咳・破傷風・ポリオ・ヒトインフルエンザ菌感染症） 。生後2か月
から初回の接種を行い、一定期間を経て追加の接種を行います。
決められた接種回数を守り、期間内に出来るだけ早めの接種を行いま

しょう。

＊参考文献
・福岡市の予防接種HP
・医学書院（小児臨床看護各論）

なぜ「百日咳」というのでしょうか？

百日咳が治るまでに、約１００日
（３カ月）かかるということで、
百日咳という名前になりました！

セロリとホタテの塩麹炒め
＜材料＞（4人分）
•セロリ 2本
•セロリの葉 少々
•ホタテ（貝柱） 6個

•塩麹 大さじ1
•サラダ油 小さじ2
•酒 少々
•塩 少々

＜作り方＞
1.セロリの茎の部分は筋をとり、4～5mmの斜め切りにし、塩麹をまぶして
おく。セロリの葉は、一口大にざく切りにしておく。
2.ホタテは横に2等分に切り、酒少々と塩少々を振っておく。
3.フライパンにサラダ油を熱し、2のホタテの両面を焼き、一旦取り出す。
4.3のフライパンに1のセロリの茎を入れて手早く炒め、3のホタテを戻し、
セロリの葉も加えて炒め合わせる。

手洗い・うがい・マスクも
感染対策になります！

学校保健安全法における取り扱い
特有の咳が消失するまで又は5日間の適正な抗菌薬療法が
終了するまで出席停止とされています。ただし、病状に
より学校医その他の医師において感染の恐れがないと認
めたときは、出席可能となります。
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